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第１章：問題 

 

1.1 反すう的侵入記憶について 

日常生活中、誰でもトラウマ的な体験を経験する可能性がある。ストレスが非常に強い心的

な衝撃を与えた場合には、その体験が過ぎても記憶に残り、精神的な影響を与え続けること

がある。このような症状は心的外傷後ストレス障害(Posttraumatic Stress Disorder; PTSD)

という。また、トラウマ的な出来事に関する意図せずに思い浮かんでくる記憶は侵入記憶と

いう。 

佐藤（2005）は、出来事の致死性の有無により、トラウマを狭義と広義に分けている。 

瀧井（2013）らによると、侵入症状は広義的トラウマであっても反復に起こることがあると

示唆された。 

PTSDの中核的症状を担っている侵入記憶は、PTSD 以外の致死性のないトラウマ体験からも

生起することを明らかにした。すなわち、日常生活における高ストレスの場面であっても、

侵入記憶が反復に発生する。 

そこで本研究では、日常生活における広義的トラウマから生じ、反復する「侵入記憶」のこ

とを、「反すう的侵入記憶」と称する。 

 

1.2 反すう的侵入記憶と自己意識的感情との関連性 

私たちは、日常生活で多くの人との関わりの中で、様々な感情を抱く。そのような感情の中

には、恥や負債感、プライドや高揚感と合わせて「自己意識的感情」と呼ばれる感情があ

る。 

反すう的侵入記憶の発生と同時に、ネガテイブな自己意識的感情を鮮明に再体験されること

がある（貝谷 2019）。 

また、Groome(2008)らは、人間の脳にはネガティブ記憶の検索を避けようとする監視過程の

働きによってネガティブ刺激への注意が持続し、思考抑制の逆説的効果があるとしている。 

これらのことから、ネガテイブな自己意識的感情は、その後の思考抑制や反すうといった不

適応的なコーピングスタイルに影響を与える。さらに、思考抑制の逆説的効果によって、そ

れらが反すう的侵入記憶を増加させると予測できるだろう。 

Hypothesis 1：ネガテイブ自己意識的感情は反すう的侵入記憶の発生と正の関連がある。 

 

1.3 自己意識的感情に影響する要因 

自己意識的感情が反すう的侵入記憶の増加に寄与している可能性があるとすれば、自己意識

的感情に影響する要因についても考慮する必要があると考えられる。例えば、同じ失敗場面

であっても、認知の個人差によって、その場面で生起した感情がそれぞれであろうし、情動

反応の程度も異なるだろうと考えられる。 

本研究では、自己意識的感情に影響する要因として主観的に頻繁に失敗を経験する完全主義

(Perfectionism)傾向を取り上げる。 

Hypothesis 2：完全主義傾向はネガテイブな自己意識的感情と正の関連がある。 

 

1.4 自己志向的完全主義傾向の類型化 

完全主義(Perfectionism)とは完全性を過度に求めることである。 
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完全主義者は、完全でなければ意味がないとか、完全でなければ失敗と同じだと考える傾向

が強い、彼らは主観的に頻繁に失敗を経験すると考えられる。 

Stoeber&Otto（2006）は、完全主義の達成基準を「完全主義的努力」次元、完全主義の失敗へ

の過敏性を「完全主義的懸念」次元と定義し、その 2次元の組合せで完全主義を「非完全主義」

「健全完全主義」「不健全完全主義」3群に分けた。 

本研究では Stoeber&Otto(2006)にならって、完全主義傾向を類型化し、それに基づく分析を

行う。 

 

第２章：研究目的 

 

常に自分に厳しい評価をしている完全主義者は、小さな失敗でもネガテイブな自己意識的感

情を感じ、自尊感情が脅かされるような事態を経験しやすい。さらに、思考抑制の逆説的効

果に基づくと、ネガテイブな自己意識的感情によって反すう的侵入記憶は生起する可能性が

あると考えられる。 

Hypothesis 3: 完全主義は自己意識的感情を媒介して反すう的侵入記憶の発生と正の関連

がある。 

 

本研究の目的は、次の 2点である。 

① 完全主義と反すう的侵入記憶の再体験との関連性および自己意識的感情を媒介要因

とした仮説モデルの検証を行う。 

② 「健全完全主義者」、「不健全完全主義者」の 2群に類型化し、新たな反すう的侵入記憶

の発生を予防的介入、早期的介入について考察する。 

 

第３章：研究方法 

3.1 対象者 

調査対象者は桜美林大学大学生、および大学院生計 140名（年齢 M=20.61,SD=2.32）であっ

た。性別の内訳は男性 30名（21.4%）、女性 109名（77.9%）、その他 1名（0.71%）であっ

た。 

3.2 質問紙の構成 

① フェイスシート 

性別、年齢 

② 完全主義 

多次元完全主義尺度 MSPS（高目標設定尺度、失敗過敏尺度を抽出、10 項目）桜井・大谷

（1997）。 

③ 自己意識的感情 

KA-JiKoKan-12（恥因子、共感的配慮因子、負債感因子を抽出、36 項目）菊池・有光

（2006）。 

④ 反すう的侵入記憶の発生 

再体験・侵入的想起について改訂版出来事インパクト尺度（侵入因子、８項目）飛鳥井

（1999）。 

⑤ 主観的幸福感尺度（15項目）伊藤・相良(2003)。 



 3 

第４章：結果と考察 

本研究では、パス解析による仮説モデルは多重共線性に阻まれ、成立できなかったため、最尤

法による構造方程式モデリングを用いた。その結果、仮説モデルの適合度は，CFI .995, 

TLI .986, RMSEA .057,と十分な適合度が得られた。 

各仮説を検証した結果，失敗過敏得点は自己意識的感情得点へ正のパスを示し（β=.995, 

p<.001），仮説 2 は支持された。自己意識的感情得点は反すう的侵入記憶の再体験得点へ正の

パスを示し（β=.599, p<.001），仮説 1は支持された。 

これらの結果は、完全主義の不適応的側面である「失敗過敏」得点と反すう的侵入記憶の再

体験得点の関係は、自己意識的感情得点によって部分媒介されることが示された。仮説 3は

成立と見られる。 

日常生活における高ストレス場面に関する反すう的侵入記憶は、不適応的完全主義傾向のビ

リーフとネガテイブな自己意識的感情の喚起に経て発生することが明らかになった。 

以上のことから、反すう的侵入記憶の改善を目的とした介入を行う際に，完全主義の不適応

的側面について失敗や不完全さを過度に恐れないような支援とともに、適応的側面について

高い目標に向けて努力しようとする傾向を「強み」として認めることが、精神的健康を保つ

上、新たな反すう的侵入記憶の発生が抑えられるプロセスが想定される。 

また、反すう的侵入記憶の発生と関連度が高いネガテイブな感情の情動調整への支援も反す

う的侵入記憶の予防と改善に有用であると言えるだろう。本研究で自己意識的感情の尺度で

性差がみられた。自己意識的感情の情動調節には性差によって焦点を当てる必要性もあると

考えられる。 

本研究の回答を見ると、情動または身体反応を伴って反すう的侵入記憶の発生を経験したこ

とがある人数は 116名、総人数の 83％も占めた。そのうち、反すう的侵入記憶の発生による

精神的な苦痛を感じる個人差の検討を今後に行う必要性もあるだろう。 
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